
　

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
実
施
。
近
代
五
輪
史
上
初
め
て
、
開
催
が
１

年
延
期
さ
れ
る
な
ど
、
開
幕
に
至
る
ま
で
は
賛
否
を
め

ぐ
っ
て
議
論
が
沸
騰
し
た
。

　

多
く
の
人
々
に
望
ま
れ
た
五
輪
と
は
言
い
難
か
っ
た

よ
う
だ
が
、
結
果
的
に
開
会
中
は
日
本
中
が
熱
狂
の
渦

の
中
に
い
た
。

　

大
半
の
競
技
は
無
観
客
開
催
だ
っ
た
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
巣
ご
も
り
生
活
で
テ
レ
ビ

観
戦
す
る
機
会
が
増
え
、
い
や
が
う
え
に
も
国
民
の
関

心
は
高
ま
っ
た
。

　

五
輪
の
日
本
選
手
団
は
お
家
芸
の
柔
道
や
レ
ス
リ
ン

グ
に
加
え
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
と
い
っ
た
新
採
用
競
技

で
も
躍
動
し
、
金
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
た
。
そ
ん

な
メ
ダ
リ
ス
ト
た
ち
が
口
々
に
「
開
催
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答
え
る
場
面
に
目
頭

を
熱
く
し
た
人
は
多
い
。

　

熱
気
が
去
っ
た
後
の
国
内
は
と
い
う
と
、
感
染
力
が

増
し
た
デ
ル
タ
株
の
蔓
延
も
あ
っ
て
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

急
増
し
、
一
気
に
現
実
世
界
に
引
き
戻
さ
れ
た
感
が
あ

る
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
さ
な
が
ら
、
あ
の
五
輪

の
熱
狂
は
『
夏
の
夜
の
夢
』
だ
っ
た
の
か
と
思
う
ほ
ど

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
数
々
の
感
動
を
生
み
出
し

た
勝
負
の
名
シ
ー
ン
は
、
生
涯
脳
裏
か
ら
消
え
ま
い
。

　

秋
田
魁
新
報
は
五
輪
開
催
中
に
、「
熱
戦
の
書
」
と

題
し
た
コ
ラ
ム
を
随
時
掲
載
し
た
。
筆
者
は
若
手
書

家
の
岡
西
佑
奈
さ
ん
。
自
然
界
の
曲
線
美
を
書
で
追
求

す
る
独
自
の
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
競
技
を
観
戦

し
な
が
ら
浮
か
ん
だ
言
葉
を
書
に
し
、
そ
の
思
い
を
つ

づ
っ
て
も
ら
う
企
画
だ
。

　
「
書
は
ア
ー
ト
と
地
続
き
」
だ
と
言
う
岡
西
さ
ん
ら

し
く
、
墨
だ
け
で
な
く
、
色
を
多
用
し
た
文
字
が
多
か
っ

た
。
最
終
回
に
は
「
選
手
の
皆
さ
ん
は
も
う
パ
リ
に
向

か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
私
た
ち
も
次
に
向
か
っ
て
歩

こ
う
」
と
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
４
文
字
で
「N

E
X
T

」

と
書
い
た
。
白
の
下
地
に
青
で
「N

E
」、
赤
で
「X

T

」。

ト
リ
コ
ロ
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
国
旗
）
カ
ラ
ー
で
あ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
、
書
は
自
由
で
あ
り
、
開
か
れ
た
伝
統

文
化
だ
と
思
う
。

　

７
月
に
秋
田
市
の
ア
ト
リ
オ
ン
で
開
か
れ
た
県
書
道

連
盟
の
60
周
年
記
念
展
覧
会
で
も
そ
れ
は
感
じ
た
。
台

湾
の
中
華
民
国
書
学
会
の
皆
さ
ん
か
ら
の
出
品
作
は
遊

び
心
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
太
陽
の
象
形
や
、
天
か
ら
し

た
た
り
落
ち
る
水
滴
の
数
を
大
量
に
描
い
た
「
雨
」
の

字
を
組
み
合
わ
せ
た
「
晴
耕
雨
読
」
は
、
漢
字
の
成
り

立
ち
を
思
わ
せ
て
く
れ
る
楽
し
い
作
品
だ
っ
た
。

　

10
年
前
の
連
盟
50
周
年
記
念
展
に
は
韓
国
か
ら
ハ
ン

グ
ル
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
中
国
発
祥
の
漢
字
か
ら

日
本
固
有
の
仮
名
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
書
に
は
あ
ら

ゆ
る
言
語
、
文
字
に
対
応
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
の
素

地
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
い
さ
さ
か
気
が
早
い
が
、
一
年
の
世
相

を
表
す
「
今
年
の
漢
字
」
が
気
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
に

選
出
さ
れ
た
の
は
26
年
間
で
23
字
。「
金
」が
３
回
、「
災
」

が
２
回
と
、
複
数
回
選
ば
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
の
リ
オ
、
２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
、

２
０
０
０
年
の
シ
ド
ニ
ー
と
、
五
輪
年
に
日
本
勢
が
活

躍
す
る
と
「
金
」
が
選
ば
れ
た
。
そ
れ
に
な
ら
え
ば
、

過
去
最
多
の
27
個
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
今
年
も

「
金
」
な
の
だ

ろ
う
が
、
コ

ロ
ナ
と
い
う

災
厄
と
対
峙

し
て
い
る
の

で
「
災
」
も

有
望
か
。
そ

の
い
ず
れ
で

も
な
い
「
明
」

が
年
末
に
選

ば
れ
る
の
が

ベ
ス
ト
な
の

だ
が
。

第　125　号
秋　田　県　書　道　連　盟

　事務局
　秋田市泉菅野一丁目18−１
　　　　　三　浦　湯　舟
　発行人　長　沼　雅　彦
　編　集　広　　報　　部
　（題字：長　沼　雅　彦）
http://www2.tbb.t-com.ne.jp/aki-shodorenmei/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
書
道
連
盟
　
会
長

　

佐　

川　

博　

之

熱戦の書・秋田魁新報８月10日付
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令和３年度　事業計画
総　務　部 研　修　部 展　覧　会　部 広　報　部 広　告　部 	Ｉ　Ｔ　部

４月

正副部長会議
４月11日（日）10時～
監査会
４月20日（火）10:00 ～
理事・常任理事会
４月25日（日）13:30 ～
総会
４月29日（木.祝）10:30 ～

会報発行・県書道
連盟展に向けた広
告依頼活動
（総務部）

連盟ホームペー
ジの管理運営
（連盟の紹介、組
織図、行事カレ
ンダーの作成、
各種行事の参加
者募集、
会報のインター
ネ ッ ト 公 開、
等々）

５月

理事会　５月９日（日）13:30 ～
県芸文協決算総会
５月28日（金）
・正副部長会議・活性化委員会
５月30日（日）15時～

６月

７月
筆供養神事
（日吉八幡神社）
７月10日（土）11時～

県書道連盟記念展
（アトリオン）
７月９日（金）～12日（月）
開幕式10日（土）13時～

８月

９月 会報発行
（125号）

10月

実技研修会
（秋田市）
　　月　日（日）
　　14時～
懇親会
　　17時～

書初め大会と新春
小品書展に向けた
広告依頼活動
（広告部）11月

書初め準備会議
（県立武道館）
11月28日（日）13:30 ～

12月
県芸文協会議
（フォンテ秋田）
12月　日（金）

１月

新春書初め席書大会
（県立武道館）
１月９日（日）
書初め展覧会
（さきがけホール）
１月27日（木）～30日（日）
授与式１月30日（日）

新年研修会
１月　日（日）
　10時30分～
懇親会（総務）
　12時～

新春小品書展
（さきがけホール）
１月27日（木）～30日（日）
書初め展覧会
（さきがけホール）
１月27日（木）～30日（日）

２月

３月 県芸文協予算総会
３月　日

秀作美術展
（県芸文協主催）
３月10日（木）～13日（日）

会報発行
（126号）

　

本
年
度
定
期
総
会
と
理
事
会
（
５
月

９
日
）
が
イ
ヤ
タ
カ
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
︒

　

役
員
改
選
で
会
長
に
佐
川
博
之
、
理

事
長
に
長
沼
雅
彦
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
︒
任
期
は
２
年
で
す
︒

会　
　

長　

佐
川　

博
之

理
事
長　

長
沼　

雅
彦

副
理
事
長　

藤
原　

豊
道
（
展
覧
会
部
長
）

　
　
　
　
　

北
畠　

龍
門
（
広
報
部
長
）

常
任
理
事　

三
浦　

湯
舟
（
総
務
部
長
）

　
　
　
　
　

竹
村　

天
祐
（
研
修
部
長
）

　
　
　
　
　

上
野　

泰
夫
（
広
告
部
長
）

　
　
　
　
　

相
原　

蕙
花
（
Ｉ
Ｔ
部
長
）

　
　
　
　
　

齊
藤　

玲
子
（
総
務
会
計
）

　
　
　
　
　

山
谷　

喜
元
（
総
務
副
部
長
）

　
　
　
　
　

冨
樫
弥
恵
子
（
研
修
副
部
長
）

　
　
　
　
　

道
川
屋　

悟
（
展
覧
会
副
部
長
）

　
　
　
　
　

東
海
林
汎
山
（
広
報
副
部
長
）

　
　
　
　
　

藤
原　

瑛
翠
（
展
覧
会
副
部
長
）

　
　
　
　
　

荒
川　

康
一
（
秋
田
魁
新
報
）

　
　
　
　
　

長
沢　
　

薫
（
広
報
副
部
長
）

　
　
　
　
　

黒
木　

天
簫

　
　
　
　
　

髙
橋　

抱
雲

監　
　

事　

竹
内　

玄
峰

　
　
　
　
　

小
松　

清
峯

　
　
　
　
　

●
令
和
３
年
４
月
29
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

●
会
場　

イ
ヤ
タ
カ
（
秋
田
市
）

令
和
３
年
度
定
期
総
会

コロナ禍の定期総会 左から長沼理事長、佐川会長あいさつ
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令和３年度　収支予算
自　令和３年４月１日
至　令和４年３月31日

	 収入総額	 1,879,000円
	 支出総額	 1,879,000円
	 差引残額	 0円
収入の部 （単位：円）
費　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　考

前 年 度 繰 越 金 252,721 227,838 △ 24,883
会 費 690,000 690,000 0 本年度分　@3,000円＊230名
寄 付 金 122,000 120,000 △ 2,000 常任理事・理事　@2,000円＊60名
事 業 収 入 840,000 840,000 0 広告料、連盟展出品料　各事業収入
雑 収 入 1,279 1,162 △ 117 利息等
合 計 1,906,000 1,879,000 △ 27,000

支出の部 （単位：円）
費　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　考

事 務 費 307,000 290,000 △ 17,000
消 耗 品 費 31,000 31,000 0 文具品、出納簿、コピー、諸費
通 信 費 136,000 124,000 △ 12,000 郵送料、切手、案内ハガキ
会 議 費 80,000 80,000 0 役員会議会場費等
交 通 費 50,000 50,000 0 役員会議旅費
諸 費 10,000 5,000 △ 5,000 振り込み手数料等

事 業 費 1,481,000 1,491,000 10,000
総 務 部 費 40,000 40,000 0 事務打合せ会場費等
研 修 部 費 150,000 150,000 0 研修会、新年研修会、講師謝礼等
展 覧 会 部 費 253,000 253,000 0 県書道連盟展等
広 報 部 費 50,000 50,000 0 会報発行諸費
広 告 部 費 50,000 55,000 5,000 活動諸費
Ｉ Ｔ 部 費 108,000 98,000 △ 10,000 ホームページ維持管理費、取材費等
連盟展事業費 230,000 230,000 0 連盟展会場費、目録、ハガキ
書初め大会費 32,000 47,000 15,000 書初め席書大会補助金
印 刷 出 版 費 467,000 467,000 0 会報、諸会合資料
筆 塚 供 養 費 51,000 51,000 0 供養謝儀、参加者（子供）記念品代
活性化委員会費 50,000 50,000 0 通信費、会場費等

負 担 金 30,000 30,000 0 県芸文協へ 30,000円
表 彰 費 10,000 5,000 △ 5,000
慶 弔 費 25,000 20,000 △ 5,000
雑 費 3,000 3,000 0
予 備 費 50,000 40,000 △ 10,000
合 計 1,906,000 1,879,000 △ 27,000

令和３年度　第13回　秋田県新春書初め席書大会 予算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審 査 日　令和４年１月９日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会日　令和４年１月27日（木）～１月３０日（日）

	 収入総額	 1,020,000円
	 支出総額	 1,020,000円
	 差引残額	 0円
収入の部 （単位：円）

費　　　　目 前年度予算額 今年度予算額 増　　減 備　　　　　　　　　　　　考
広 告 協 賛 金 660,000 630,000 △ 30,000 協賛社42件　１件15,000円

参 加 費 320,000 320,000 0
大学以下  計 480人　　一般　80人
480人×500円＝　 240,000円
  80人×1,000円= 　80,000円

薄 茶 席 売 上 22,000 22,000 0 200円×110枚
雑 収 入 1,000 1,000 0
連 盟 補 助 金 32,000 47,000 15,000
合 計 1,035,000 1,020,000 △ 15,000

支出の部 （単位：円）
費　　　　目 前年度予算額 今年度予算額 増　　減 備　　　　　　　　　　　　考

魁 広 告 掲 載 費 385,000 385,000 0 魁新聞紙上掲載
オープニング   行事 委託費 40,000 40,000 0
お 雑 煮 等 委 託 費 200,000 200,000 0 1,000食分の材料費、その他経費
薄 茶 席 委 託 費 50,000 50,000 0 茶席委託
華 道 連 盟 委 託 費 40,000 40,000 0 生け花展示委託
書道パフォーマンス委託費 60,000 60,000 0 用紙代、及びその他経費
司 会 委 託 費 10,000 10,000 0
通 信 費 50,000 50,000 0 関係先への文書郵送料
消 耗 品 費 85,000 80,000 △ 5,000 用紙、文具等
印 刷 製 本 費 20,000 15,000 △ 5,000 インク代等
雑 費 2,000 2,000 0 振り込み手数料等
表 彰 費 20,000 20,000 0 表彰景品代
筆 耕 費 45,000 40,000 △ 5,000 賞状筆耕料
人 件 費 28,000 28,000 0 作品展示補助作業
合 計 1,035,000 1,020,000 △ 15,000
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第
60
回
記
念
展
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の

状
況
下
で
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
適
切

な
予
防
対
策
を
施
す

こ
と
で
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

綿
密
な
企
画
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
今
展

は
、
ご
協
賛
頂
い
た
台
湾
、
青
森
、
岩
手

の
代
表
作
家
に
よ
り
招
待
作
品
41
点
が
加

わ
り
、
記
念
展
に
相
応
し
い
輝
き
を
添
え

て
い
た
だ
い
た
。
台
湾
20
点
、
青
森
11
点
、

岩
手
10
点
、
会
員
作
品
140
点
を
加
え
、
総

点
数
181
点
と
な
っ
た
。

　

作
品
集
を
刊
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
。

魁
新
報
社
か
ら
カ
メ
ラ
マ
ン
他
２
名
で
朝

９
時
か
ら
午
後
７
時
過
ぎ
ま
で
長
時
間
に

亘
っ
て
、
写
真
撮
影
に
携
わ
り
大
変
な
作

業
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

展
示
に
つ
い
て
は
業
者
の
ク
ラ
ヤ
を
中

心
に
撮
影
と
同
時
進
行
し
、
招
待
作
品
は

第
二
展
示
室
に
特
別
展
示
と
な
っ
た
。
加

え
て
震
災
復
興
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
学
生

を
中
心
と
し
て
約
270
点
余
の
作
品
を
部
員

の
働
き
に
よ
っ
て
同
時
展
示
と
な
っ
た
。

　

努
力
を
重
ね
て
創
作
さ
れ
た
会
員
作
品

は
、
第
一
展
示
室
に
配
置
さ
れ
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
展
示
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
記
念
展
と
し
て
は
盛
会
に
開
催
出

来
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
歴
史
と
伝
統
を
築
い
た
先
師

の
熱
意
と
ご
努
力
に
思
い
を
馳
せ
、
ま
さ

に
60
回
と
い
う
節
目
を
新
た
な
第
一
歩
と

し
て
踏
み
出
す
た
め
の
機
会
と
し
た
い
も

の
で
す
。
部
員
の
ご
活
躍
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
ま
だ
沈
静
化

の
様
相
を
呈
し
な
い
。

本
連
盟
の
事
業
も
こ

の
影
響
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
大
幅
な
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
平
成
23
年
の
３
月
11
日
は
東
北

太
平
洋
沿
岸
地
域
の
震
度
７
の
大
地
震
、

こ
の
時
直
接
被
害
に
遭
遇
し
た
岩
手
・
青

森
の
書
道
連
盟
が
被
害
の
状
況
は
胸
に
秘

め
韓
国
と
の
50
周
年
記
念
大
会
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
時
の
感
動
を
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
佐
川
会
長
・
長
沼

理
事
長
は
「
文
化
活
動
は
人
間
の
力
や
希

望
へ
の
大
き
な
力
と
な
る
」
と
日
頃
か
ら

提
唱
さ
れ
て
い
る
。　

　

今
回
の
60
周
年
の
記
念
行
事
も
新
型
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
２
年
間
の
事
業
縮

小
が
有
っ
た
と
は
い
え
、
内
容
的
に
は
一

層
の
充
実
感
を
多
く
の
会
員
が
得
た
。
記

念
展
覧
会
の
会
場
全
体
が
重
厚
な
雰
囲
気

を
感
じ
た
。
ま
た
筆
供
養
の
参
加
児
童
も

年
々
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
こ
そ
が
文

化
活
動
の
力
の
様
相
で
あ
り
、
会
員
一
人

ひ
と
り
の
連
盟
に
対
す
る
取
り
組
み
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

　

書
は
感
覚
の
芸
術

で
す
。
書
の
奥
に
潜

ん
で
い
る
も
の
を
鑑

賞
者
そ
れ
ぞ
れ
の
感

じ
方
で
、
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
り
、
幸
せ
な
気
分
を
味
わ
っ
て

も
ら
っ
た
り
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
書
を

通
し
て
、
書
き
手
と
鑑
賞
者
と
の
間
に
幾

通
り
も
の
心
の
交
流
が
あ
る
と
思
う
と
書

と
は
、
実
に
良
き
も
の
、
素
晴
ら
し
い
も

の
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
ん
な
事
を
考
え

な
が
ら
書
道
連
盟
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

も
総
務
を
仰
せ
付
か
り
ま
し
た
の
で
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
出
来
る
事
を
工
夫
し

な
が
ら
筆
供
養
、
書
初
め
展
等
活
動
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
秋
田
県
書
道
連
盟
60
周
年
記

念
の
行
事
に
於
い
て
筆
供
養
に
加
え
て
式

典
、
祝
賀
会
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
事
、
会
員
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

部　

長

三
浦　

湯
舟

副
部
長

齊
藤　

玲
子
・
山
谷　

喜
元

部　

員

前
田　

祥
穂
・
竹
村　

和
佳
・
碩　
　

伸
子

　
　
　
　

保
坂　

潤
子
・
大
黒　

禾
苑
・
麻
木　

照
子

　
　
　
　

伊
藤　

京
子

活
性
化
委
員

委
員
長

保
坂　

潤
子

幹　

事

大
山　

木
蘭
・
工
藤　

歩
美

会　

計

横
山　

由
希

委　

員

小
坂　

白
悠
・
松
橋　

聖
泉

　
　
　
　
　

佐
藤
紀
公
子
・
長
沢　
　

薫

　

令
和
３
年
度
は
先

づ
、
７
月
の
秋
田
県

書
道
連
盟
創
立
60
周

年
記
念
展
が
、
部
員

と
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
令
和
４
年
１
月
の
新
春
書
初
め
大

会
展
覧
会
と
同
時
開
催
の
新
春
小
品
書
展
、

そ
し
て
３
月
の
秀
作
美
術
展
が
続
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
度
か
ら
展
覧

会
部
副
部
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
藤
原

瑛
翠
で
す
。
経
験
豊

か
な
藤
原
豊
道
部
長
、

道
川
屋
副
部
長
の
も
と
で
、
書
道
連
盟
展
、

書
初
め
展
と
同
時
開
催
の
小
品
書
展
、
秀

作
美
術
展
を
頼
も
し
い
部
員
の
方
た
ち
や

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
今
後
も
活

動
、
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

部　

長

藤
原　

豊
道

副
部
長

道
川
屋　

悟
・
藤
原　

瑛
翠

部　

員　

伊
藤　

蓮
紅
・
大
山　

木
蘭
・
角
田　

萩
瑱

　
　
　
　

鎌
田　

紅
葉
・
小
坂　

白
悠
・
小
松　

璐
秋

　
　
　
　

富
樫　

春
郷
・
藤
本　

佳
幸
・
保
坂　

省
峰

　
　
　
　

松
橋　

聖
泉
・
山
口
美
代
子
・
伊
藤　

雅
人

　
　
　
　

石
井　

竹
華
・
伊
藤　

恵
雪
・
齊
藤　

孝
快

　
　
　
　

野
々
部
祥
園

コ
ロ
ナ
禍
の
記
念
展

　
　
　

副
理
事
長
・
展
覧
会
部　

部
長

藤　

原　

豊　

道

文
化
活
動
の
力

　
　
　
　

副
理
事
長
・
広
報
部　

部
長

北　

畠　

龍　

門

書
の
醍
醐
味

　
　
　
　
　
　
　

総
務
部　

部
長

三　

浦　

湯　

舟

展
覧
会
部
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　

展
覧
会
部　

副
部
長

道
川
屋　
　
　

悟

展
覧
会
部
の
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

展
覧
会
部　

副
部
長

藤　

原　

瑛　

翠

展
覧
会
部
の
活
動
に
つ
い
て
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此
の
度
も
広
報
部

副
部
長
を
お
お
せ
つ

か
り
身
を
引
き
締
め

て
お
り
ま
す
。

　

内
藤
前
理
事
長
時

代
か
ら
長
沼
現
理
事
長
と
、
少
し
長
い
期

間
お
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
来
ま
し
た
。

何
分
に
も
前
期
同
様
、
名
目
だ
け
の
＂
副
＂

で
す
が
、
今
期
も
経
験
豊
か
な
北
畠
部
長

（
二
度
目
の
お
仕
え
？
）
の
下
で
指
示
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
そ
し
て
新
し
い
発
想
と
行
動

力
の
あ
る
長
沢
副
部
長
の
手
助
け
を
し
、

県
書
道
連
盟
の
た
め
役
目
を
貫
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
年

２
回
の
会
報
に
加

え
、
創
立
60
周
年

記
念
展
図
録
作
成

が
主
な
活
動
と
な

り
ま
す
。

　

連
盟
の
活
動
等
が
あ
る
際
は
、
パ
シ
ャ

パ
シ
ャ
と
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
く
こ
と
が

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
ベ

ス
ト
ス
マ
イ
ル
で
ど
う
か
ご
協
力
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

部　

長

北
畠　

龍
門

副
部
長

東
海
林
汎
山
・
長
沢　
　

薫

部　

員

深
井　

春
祥
・
佐
藤　
　

整

　
　
　
　

荒
川　

康
一
（
秋
田
魁
新
報
社
）

　
　
　
　

千
田　

寿
山
・
栗
森　

吟
雪
・
加
藤　

華
翠

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
研

修
の
あ
り
方
の
一
案

と
し
て
、
揮
毫
動
画

を
作
成
し
ま
し
た
。

秋
田
県
書
道
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
、「
各
部
」
↓
「
研
修
部
」
↓

「
研
修
動
画
」と
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
「ren

m
ei

」
と
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

長
沼
理
事
長
に
よ
る
篆
書
の
書
き
方
の
基

本
用
筆
か
ら
、
石
鼓
文
、
泰
山
刻
石
、
大

盂
鼎
の
臨
書
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

最
近
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
す
が
、
誰
で
も
簡
単
に

利
用
で
き
そ
う
で
す
が
な
か
な
か
ハ
ー
ド

ル
も
高
い
よ
う
で
す
。「
へ
ば
な
ん
と
す
？
」

と
い
う
こ
と
で
、
動
画
の
配
信
を
考
え
ま

し
た
。
ご
覧
に
な
っ
て
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

部　

長

竹
村　

天
祐

副
部
長

冨
樫
弥
恵
子

部　

員

千
田　

寿
山
・
阿
部　

公
美
・
大
山　

美
泉

　

引
き
続
き
広
告

部
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
上
野
泰

夫
で
す
。
先
ず
以

て
、
書
初
め
席
書

大
会
と
小
品
書
展

の
広
告
掲
載
に
あ
た
り
、
協
賛
・
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
広
告
主
の
皆
様
に

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
書
初
め
が
37
社
、

小
品
書
展
は
22
社
追
加
し
て
61
社
、
合
計

98
社
、
85
万
８
千
円
の
収
入
と
な
り
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
講
演
回
数
が
一
千
回
を
超

え
ま
し
た
が
、
稀
に
講
演
後
、
主
催
者
の

や
ゝ
辛
口
の
感
想
に
あ
い
び
っ
く
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普
通
は
「
さ
す
が
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
、
笑
い
の
連
続
で
し
た
。
正

し
い
言
葉
使
い
や
手
紙
の
書
き
方
、
放
送

の
ウ
ラ
オ
モ
テ
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
こ

と
な
ど
色
々
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
世
辞
？
を

言
う
の
が
礼
儀
で
は
な
い
か
と
。
私
が
主

催
者
だ
っ
た
ら
ほ
め
て
言
い
ま
す
が
︙

　

余
談
で
す
が
、
今
年
の
県
展
「
写
真
部

門
」
で
夫
婦
揃
っ
て
入
選
し
ま
し
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
電
話
や
メ
ー
ル
を
頂
き
、

嬉
し
い
や
ら
照
れ
臭
い
や
ら
複
雑
な
気
持

ち
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
何
か
と
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
広
告
主
の
ご
理
解
の
も
と
広

告
ど
り
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
期
も
Ｉ
Ｔ
部

は
前
期
同
様
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

運
営
の
た
め
、
各

部
と
の
連
携
を
図

り
次
の
基
本
方
針
を
基
に
進
め
て
参
り
ま

す
。

基
本
方
針

■
書
道
文
化
の
振
興
と
向
上
︐
会
員
相
互

の
親
睦

■
情
報
を
早
く
正
し
く
分
か
り
や
す
く

■
著
作
権
・
肖
像
権
・
個
人
情
報
・
表
現

な
ど
の
配
慮

　

会
員
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
ご
要
望
等
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
︐
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
2
.tbb.t-com

.ne.jp/aki-shodorenm
ei/

部
員

佐
藤　

綾
子
・
佐
藤　

洲
華

つ
つ
が
な
く

　
　
　
　
　
　
　

広
報
部　

副
部
長

東
海
林　

汎　

山

活
動
が
伝
わ
る
紙
面
を

　
　
　
　
　
　
　

広
報
部　

副
部
長

長　

沢　
　
　

薫

オ
フ
ラ
イ
ン
の
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　

研
修
部　

部
長

竹　

村　

天　

祐

雑　

感

　
　
　
　
　
　
　

広
告
部　

部
長

上　

野　

泰　

夫

ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｔ
部　

部
長

相　

原　

蕙　

花

オ
フ
ラ
イ
ン
の
オ
ン
ラ
イ
ン
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●
「
筆
塚
」の
後
方
の
別
個
の
小
型
石
に
刻
さ
れ

て
い
る
文
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
こ
の
年
の
会
長

　
　
　

佐
藤
暢
男
さ
ん
（
秋
田
魁
新
報
社
社
長
）

●
筆
塚
建
立
地
（
ひ
え
は
ち
ま
ん
じ
ん
じ
ゃ
）

　
　
　

秋
田
市
八
橋　

日
吉
八
幡
神
社

●
こ
の
筆
塚
建
立
の
際
の
宮
司
齊
藤
至
郎
さ
ん

の
思
い
出

　

筆
に
関
係
す
る
古
来
か
ら
の
神
社
は
「
菅

原
神
社
」
で
あ
る
。
菅
原
道
真
を
祀
っ
て
い

る
。
菅
原
道
真
は
漢
文
学
に
す
ぐ
れ
て
和
歌

も
得
意
で
あ
り
書
道
・
習
字
の
神
様
と
し
て

あ
が
め
ら
れ
て
い
た
。

　

毛
筆
の
た
め
に
提
供
し
て
く
れ
た
動
物
達

の
供
養
・
役
目
を
終
え
た
筆
に
感
謝
す
る
た

め
の
供
養
等
々
が
考
え
ら
れ
、
現
在
も
続
い

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
齊
藤
至
郎
宮
司
と
長
沼
雅
彦
理

事
長
が
県
内
で
も
有
名
な
八
橋
菅
原
神
社
に

詣
で
筆
塚
の
建
立
の
意
義
を
確
認
し
た
こ
と

か
ら
す
べ
て
が
始
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

使
用
さ
れ
て
い
る
石
は
「
男
鹿
石
」
で
、

設
計
者
・
中
田
潤
治
氏
に
お
力
添
え
も
い
た

だ
き
、
場
所
は
日
吉
八
幡
神
社
の
ご
協
力
を

仰
ぎ
そ
の
境
内
に
完
成
を
み
た
。（

北
畠
龍
門
）

参
加
し
て
の
感
想

●
７
月
10
日
、
日
吉
八
幡
神
社
で
筆
供

養
に
さ
ん
か
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
、

女
子
の
代
表
と
し
て
玉
ぐ
し
を
や
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
き
ん
ち
ょ
う
し
た

け
ど
、
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
上

手
く
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た

の
で
、
良
い
け
い
け
ん
に
な
り
ま
し
た
。

（
払
戸
小
学
校
四
年　

小
松  

綺
寧
ち
ゃ

ん　

竹
村
和
佳
さ
ん
お
教
室
）

●
ぼ
く
は
筆
供
養
に
参
加
し
て
玉
串
奉

奠
の
代
表
に
な
り
ま
し
た
。
筆
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
気
持
ち
と
、「
み

ん
な
で
習
字
が
上
手
に
な
り
ま
す
よ
う

に
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
し
っ
か
り
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
筆
な
ど
の
道

具
を
大
切
に
使
っ
て
、
習
字
の
練
習
を

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。（
川
尻
小
学
校

五
年　

高
橋
優
斗
く
ん　

小
坂
白
悠
さ

ん
お
教
室
）

●
筆
塚
の
中
は
深
い
の
か
、
よ
く
見
え

な
か
っ
た
。
納
め
た
筆
も
見
た
か
っ
た

な
。
熊
野
筆
を
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た

よ
。
あ
ま
り
よ
く
解
ら
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
来
年
も
参
加
し
た
い
な
。（
石
川

恵
泉
さ
ん
お
教
室
の
児
童
生
徒
さ
ん
）

●
今
年
は
筆
塚
建
立
か
ら
20
年
の
節
目

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
役
目
を
果
た
し

て
く
れ
た
筆
の
供
養
と
と
も
に
、
他
界

さ
れ
た
各
先
生
方
へ
の
感
謝
の
意
も
込

め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
後
藤
武
之
さ
ん
）

　７月10日（土）、午前11時から日吉八幡神社にて開催されました。
　2001年に連盟が建立した筆塚に、玉串を捧げた後、筆を納めました。文房四宝の一
つ、筆に感謝し、書の上達を願うことを目的に毎年行っております。

筆供養神事 ～使い終えた愛用の筆に感謝して～ 秋
田
県
書
道
連
盟
創
立
60
周
年
記
念
展
特
集

令和３年度筆供養参加者児童名 令和３年７月10日（土）

小坂白悠先生
（白悠書院）

1.さとうほの 保育園 年長
2.小玉　淑乃 川尻小 2年
3.佐藤　彩良 秋大付属小 3年
4.鎌田ひまり 川尻小 5年
5.田中　俐壮 川尻小 5年
6.高橋　優斗 川尻小 5年
7.鎌田　夏帆 外旭川中 3年

竹村和佳先生
8.小松　綺寧 払戸小 4年
9.小松　大騎 男鹿市立南保育園

前田祥穂先生

10.千葉　　翠 大住小 3年
11.千葉　　昊 大住小 1年
12.藤原　優凜 大住小 3年
13.米屋　愛希 追分小 3年
14.藤原　和喜 秋田幼稚園 年長

石川恵泉先生

15.鈴木　愛莉 広面小 5年
16.鈴木　蓮絆 広面小 3年
17.秋葉　瑛輔 広面小 3年
18.村松　晃成 下北手小 3年
19.伊藤　亜珠 広面小 4年
20.佐良土愛子 明徳小 6年

筆供養玉串奉奠児童名
　高橋　優斗　川尻小　5年　教室～白悠書院
　小松　綺寧　払戸小　4年　教室～竹村先生

参加したこどもたち

筆に感謝して

筆塚後方にある石碑

　
参
加
し
て
の
感
想

秋
田
縣
書
道

連
盟
建
之

平
成
十
三
年
十
一
月

長
沼
雅
彦　

謹
書

６
～
11
頁
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令和３年７月10日（土）～ 12日（月）、アトリオン２階美術展示ホールにて開催されました。

秋田県書道連盟　創立60周年記念展
―台湾・青森県・岩手県　代表作品招待―

開
幕
式

　

10
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
展
覧

会
場
に
て
華
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

次　
　
　

第

開　

会

挨　

拶

　

秋
田
県
書
道
連
盟　

会
長

　
　
　
　
　
　

佐　

川　

博　

之

　

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処　

秘
書

　
　
　
　
　
　

陳　
　
　

珈　

儀

　

秋
田
県
書
道
連
盟　

理
事
長

　
　
　
　
　
　

長　

沼　

雅　

彦

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

　

秋
田
県
書
道
連
盟　

会
長

　
　
　
　
　
　

佐　

川　

博　

之

　

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処　

秘
書

　
　
　
　
　
　

陳　
　
　

珈　

儀

　

秋
田
県
中
華
総
会　

会
長

　
　
　
　
　
　

又　

井　

公　

久

　

秋
田
県
書
道
連
盟　

理
事
長

　
　
　
　
　
　

長　

沼　

雅　

彦

閉　

会

長沼理事長あいさつ 陳珈儀さんあいさつ 佐川会長あいさつ

この日に向けて、５月30日（日）イヤタカにて正副
部長会議が行われました。

活性化委員は保坂委員長を中心にテープカットのお
手伝いの為、スタンバイ。総務副部長山谷さんの司
会で始まります。

左から２番目から順に、秋田県中華総会会長　又井
公久さん、台北駐日経済文化代表処　秘書　陳珈儀
さん、佐川会長、長沼理事長

いよいよテープカット

開
幕
式

開
　
会

挨
　
拶

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

閉
　
会
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中
華
民
国
書
学
会
か
ら
20
点
、
青
森
県
書
道

振
興
会
議
か
ら
10
点
、
岩
手
書
道
協
会
か
ら
11

点
、
秋
田
県
書
道
連
盟
か
ら
140
点
、
合
わ
せ
て

181
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
創
立
60
周
年
記
念
秋
田
県
書
道
連
盟
作
品
集
」

に
つ
い
て
、
秋
田
魁
新
報
社
よ
り
撮
影
の
為
、

カ
メ
ラ
マ
ン
２
名
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
発
行
ま
で
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
下

さ
い
。

入口写真

 左から４番目　三浦総務部長

中華民国書学会からの作品

 多様な作品の数々

 楽しくご歓談

記
念
展
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●
蓮
の
花
の
印
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

●
他
県
の
作
品
も
見
ら
れ
て
勉
強
に
な
っ
た
。

●
バ
ラ
イ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
作
品
が
並
ん
で
い
る
。

●
台
湾
の
方
々
の
作
品
は
、
軸
装
も
カ
ラ
フ
ル
で
、

華
や
か
な
印
象
。

●
本
格
的
な
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

●
読
め
な
い
作
品
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
芸
術
性
の
高

さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。

和やかな雰囲気の展覧会部

ベストショットを狙っている深井 打合せをしている左から深井・北畠・佐藤整の広報部

総合書道用品販売
◎展覧会・企　画・展　示
◎〈表 具〉〈額 装〉〈軸 装〉
◎各種展覧会搬入搬出承ります
◎文房四宝・低価格にて提供しております

〒010－0952　秋 田 市 山 王 新 町 ４ － ５
TEL 018－863－6001　FAX 018－863－6004
ホームページアドレス　http://www1.ocn.ne.jp/～kuraya
メールアドレス　kuraya@seagreen.ocn.ne.jp

株式会社

　
ご
来
場
の
方
か
ら
の
感
想
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●
震
災
か
ら
10
年
、
今
も
な
お
そ
の
影
響

が
続
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
出
来
る
こ

と
は
少
な
い
の
で
す
が
、
今
回
の
作
品
展

を
通
し
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
私
た
ち
の

思
い
が
届
い
た
な
ら
幸
い
で
す
。
そ
し
て
、

あ
の
日
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
御
所
野
学
院
高
校
３
年
書
道

部
部
長　

池
田
琉
菜
さ
ん
）

●
大
曲
高
校
で
芸
術
科
書
道
を
選
択
し
て

い
る
１
年
生
68
名
と
、
書
道
部
22
名
が
出

品
し
ま
し
た
。
唐
の
四
大
家
の
臨
書
を
終

え
、
そ
の
雰
囲
気
を
活
か
し
た
倣
書
作
品

を
制
作
し
ま
し
た
。ご
笑
覧
く
だ
さ
い
。（
大

曲
高
校　

指
導
者
竹
村
天
祐
さ
ん
）

●
復
興
に
向
か
い
、
一
歩
一
歩
歩
ま
れ
て

い
る
被
災
地
の
皆
様
に
、
私
た
ち
は
勇
気

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。「
い
つ
ま
で
も

応
援
し
て
い
る
と
い
う
想
い
を
表
現
し
た

い
」
と
、
生
徒
た
ち
は
心
を
込
め
て
筆
を

運
び
ま
し
た
。（
聖
霊
女
子
短
期
大
学
付
属

高
等
学
校　

指
導
者　

佐
藤
綾
子
さ
ん
）

●
秋
田
西
高
校
か
ら
は
６
人
の
生
徒
が
出

品
し
ま
し
た
。「
心
を
込
め
て
丁
寧
に
書
く
」

と
い
う
目
標
で
色
紙
に
書
道
経
験
の
あ
る

人
な
い
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
真
摯
に
作
品
と

向
き
合
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
作
品
展
示
の
当
日
目
を
疑
う

光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。
作
品
を
貼
っ
て

い
る
と
「
雄
勝
硯
」
と
書
い
た
半
紙
の
作

品
が
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
言
わ
ん

ば
か
り
に
次
々
に
貼
ら
れ
て
行
く
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。な
ん
と
壁
一
面
が「
雄
勝
硯
」

一
色
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
あ
！
こ
う
い
う
表
し
方
も
あ
っ
た
の

か
！
」
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田

商
業
高
校
の
生
徒
の
作
品
で
し
た
。

　

遠
く
離
れ
た
場
所
か
ら
「
硯
」
の
産
地

を
応
援
す
る
。
書
に
携
わ
っ
て
い
る
方
な

ら
で
は
の
発
想
だ
と
脱
帽
し
た
瞬
間
で
し

た
。（
秋
田
西
高
校　

指
導
者　

成
田
昌
雲

さ
ん
）

●
雄
勝
硯
。
壊
滅
的
な
被
害
か
ら
、
現
在

は
若
い
世
代
が
伝
統
と
継
承
し
よ
う
と
奮

闘
し
て
い
る
姿
を
、
本
県
の
高
校
生
が
知

る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
授
業
の

一
環
で
取
り
組
み
、
149
名
出
品
し
ま
し
た
。

（
秋
田
商
業
高
校　

指
導
者　

長
沢
薫
さ
ん
）会員の皆様からの作品

高校生からの作品

数々の作品に心打たれる北畠部長

震災復興応援メッセージコーナー
　東日本大震災以降、秋田での国民文化祭（第29回国民文化祭・あきた2014）が平成26年に
開催されました。時間の経過とともに風化しがちな被災地への思いを、書のもつメッセージ性
を生かし、復興応援したいという趣旨ではじましました。以降、書道連盟展では毎年通常展に
加えて継続してきました。
　今年度は高校生からも作品を募集しました。会員から17点、高校生から262点、計279点が
展示されました。
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７
月
10
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら
、
秋
田
ホ

テ
ル
12
階
ス
カ
イ
バ
ン
ケ
ッ
ト
「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ａ

Ｎ
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

次　
　
　

第

◆
開　

会

◆
挨　

拶　　

秋
田
県
書
道
連
盟　

会
長　

佐
川　

博
之

◆
祝　

辞　

　

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処　

秘
書　

陳　

珈　

儀

　

中
華
書
学
会　

会
長　

張　

炳　

煌

（
代
読　

秋
田
県
書
道
連
盟　

理
事
長　

長
沼
雅
彦
）

◆
記
念
品
贈
呈

◆
乾　

杯　
　

秋
田
県
書
道
連
盟　

副
理
事
長　

藤
原　

豊
道

◆
ス
ピ
ー
チ　

秋
田
県
中
華
総
会　

会
長　

又
井　

公
久

◆
お
開
き　

秋
田
県
書
道
連
盟　

副
理
事
長　

北
畠　

龍
門

◆
閉　
　

会

受付、素敵な笑顔でお出迎えをする千
田寿山さんと角田萩瑱さん

盛り上がっています！右は小松清峯さん

祝賀会中も、会計など打合せに余念の
ない齊藤玲子さんと山谷喜元さん

無事に終り笑顔の三浦総務部長と大山
美泉さん

藤原副理事長の乾杯に応える長沼理事
長と面々

記念品の贈呈で更に親交が深まりました

陳
　
　
　
珈
　
儀

（
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
　
秘
書
）

又
　
井
　
公
　
久

（
秋
田
県
中
華
総
会
　
会
長
）

佐
　
藤
　
嘉
　
繁

（
仙
北
市
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

次
長
兼
交
流
デ
ザ
イ
ン
課
長

）

高
　
橋
　
聡
　
美

（
仙
北
市
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
交
流
デ
ザ
イ
ン
課
参
事

）

黄
　
　
　
　
　
敏

（
仙
北
市
国
際
交
流
員（
通
訳
））

斎
　
藤
　
至
　
郎

（（
欠
）日
吉
八
幡
神
社
宮
司
）

佐
　
川
　
博
　
之

（
秋
田
県
書
道
連
盟
会
長
）

長
　
沼
　
雅
　
彦

（
秋
田
県
書
道
連
盟
理
事
長
）

藤
　
原
　
豊
　
道

（
秋
田
県
書
道
連
盟
副
理
事
長
）

北
　
畠
　
龍
　
門

（
秋
田
県
書
道
連
盟
副
理
事
長
）

阿
　
部
　
清
　
楓

植
　
田
　
清
　
寛

上
　
野
　
泰
　
秋

大
　
山
　
美
　
泉

加
賀
屋
　
真
　
琴

加
賀
屋
　
綾
　
乃

角
　
田
　
萩
　
瑱

鎌
　
田
　
江
　
葉

木
　
本
　
信
　
子

工
　
藤
　
歩
　
美

黒
　
木
　
天
　
簫

小
　
松
　
清
　
峯

齊
　
藤
　
孝
　
快

齊
　
藤
　
玲
　
子

佐
　
藤
　
敬
　
子

佐
　
藤
　
晃
　
山

東
海
林
　
汎
　
山

竹
　
内
　
玄
　
峰

千
　
田
　
寿
　
山

冨
　
樫
　
弥
恵
子

長
　
沢
　
　
　
薫

成
　
田
　
昌
　
雲

深
　
井
　
春
　
祥

藤
　
原
　
瑛
　
翠

保
　
坂
　
潤
　
子

三
　
浦
　
健
　
幸

三
　
浦
　
湯
　
舟

山
　
田
　
欅
　
庵

山
　
谷
　
喜
　
元

横
　
山
　
由
　
希

佐
　
藤
　
　
　
穎

佐
　
藤
　
聖
　
賢

あいさつ回りをする北畠副理事長

祝 

賀 

会
秋田県書道連盟創立60周年記念祝賀会　名簿
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「
王
禕
詩
」

山
　
口
　
顕
　
正
（
仙
北
市
）

「
高
青
邱
詩
」

深
　
井
　
春
　
祥
（
潟
上
市
）

「
良
寛
の
詩
」

伊
　
藤
　
頸
　
草
（
由
利
本
荘
市
）

「
都
城
雑
詠
」

佐
　
藤
　
珠
　
苑
（
北
秋
田
市
）

　

ま
さ
か
の
三
段
跳
び

佐　

藤　

珠　

苑

　

入
賞
が
精
一
杯
の

技
量
、
加
え
て
初
挑

戦
の
三
行
形
式
に
、

書
き
込
む
ほ
ど
イ
メ
ー
ジ
を
掴
め
ず
迷

走
の
日
々
。
加
藤
華
翠
先
生
の
御
指
導

の
も
と
、
何
と
か
書
き
上
げ
た
作
品
で

し
た
。
審
査
の
先
生
の
評
に
は
そ
の
全

て
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
感
慨
も
ひ
と
し

お
で
す
。
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
線
・
空
間

の
美
し
さ
。
納
得
の
い
く
表
現
目
指

し
、
真
に
跳
べ
た
と
言
え
る
よ
う
コ
ツ

コ
ツ
と
邁
進
あ
る
の
み
で
す
。

◆
特
賞
︵
秋
田
県
議
会
議
長
賞
︶

◆
奨
励
賞

こ
れ
ま
で
の
主
な
展
覧
会
︵
連
盟
会
員
︶
▼
会
員
の
受
賞
者
作
品

写
真
は
、
秋
田
魁
新
報
社
提
供

６
月
25
日
（
金
）
～
30
日
（
水
）　

ア
ト
リ
オ
ン

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
中
止
し
た
た
め
、
２
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
︒

第
63
回

秋
田
県
美
術
展
覧
会︵
県
展
︶

令和３年９月30日 第125号（12）秋　田　県　書　道　連　盟　会　報



「
酒
徳
頌
一
節
」	

一
ノ
関
　
清
　
山
（
秋
田
市
）

　

新
聞
記
者
と
の
出
会
い

一
ノ
関　

清　

山

　

去
る
６
月
２
日
、
東
京
か
ら
共
同
通
信

の
記
者
が
取
材
に
来
ら
れ
た
。
記
者
が
子

ど
も
の
頃
（
小
学
３
年
）、
日
本
中
が
沸

い
た
57
年
前
の
東
京
五
輪
を
Ｔ
Ｖ
画
面
か

ら
重
量
挙
げ
を
見
た
こ
と
が
、
お
ぼ
ろ
げ

な
が
ら
今
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
た
。
私
が
未
知
の
限
界
に
挑
む
姿
が
脳

裏
に
残
っ
た
よ
う
で
、
子
ど
も
に
与
え
た

影
響
が
大
き
い
こ
と
を
改
め
て
知
っ
た
。

２
０
２
０
五
輪
で
も
、
子
ど
も
達
が
未
来

に
向
け
「
勇
気
と
感
動
」「
夢
と
希
望
」
と

言
う
財
産
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
つ
の
こ
と
に
挑
戦
す
る
姿
勢
は
基
本
的

に
書
道
も
同
じ
で
す
ね
。

「白菊の花」	 前　田　祥　穂（秋田市）

◆
入
選

嶋
野　

青
城
（
秋　

田　

市
）

浅
野　

玉
韻
（
秋　

田　

市
）

藤
本　

佳
幸
（
秋　

田　

市
）

三
浦　

健
幸
（
秋　

田　

市
）

道
川
屋　

悟
（
秋　

田　

市
）

大
山　

木
蘭
（
秋　

田　

市
）

碩　
　

伸
子
（
秋　

田　

市
）

伊
藤　

京
子
（
秋　

田　

市
）

小
松　

璐
秋
（
秋　

田　

市
）

松
橋　

聖
泉
（
秋　

田　

市
）

角
田　

萩
瑱
（
秋　

田　

市
）

恵
比
原
琇
琴
（
秋　

田　

市
）

東
海
林
龍
文
（
秋　

田　

市
）

田
村　

芳
汀
（
秋　

田　

市
）

小
坂　

白
悠
（
秋　

田　

市
）

佐
藤　

聖
賢
（
秋　

田　

市
）

大
黒　

禾
苑
（
秋　

田　

市
）

古
田　

柯
香
（
秋　

田　

市
）

宇
佐
美
桂
月
（
秋　

田　

市
）

佐
藤　

樹
利
（
男　

鹿　

市
）

横
山　

由
希
（
男　

鹿　

市
）

小
玉　

豊
光
（
五
城
目
町
）

伊
藤　

晃
蘭
（
五
城
目
町
）

佐
藤　
　

頴
（
潟　

上　

市
）

菅
原　

紫
雲
（
潟　

上　

市
）

千
田　

寿
山
（
井　

川　

町
）

軽
部　

桃
香
（
由
利
本
荘
市
）

熊
谷　

貞
子
（
由
利
本
荘
市
）

菊
地　

謙
二
（
由
利
本
荘
市
）

岡
本
真
貴
子
（
由
利
本
荘
市
）

佐
藤　

直
哉
（
に
か
ほ
市
）

奥
山　

朱
鳳
（
大　

仙　

市
）

荒
川　

瑠
川
（
大　

仙　

市
）

齊
藤　

暁
苑
（
大　

仙　

市
）

小
松　

清
峯
（
大　

仙　

市
）

伊
藤　

貴
逍
（
大　

仙　

市
）

竹
村　

天
祐
（
大　

仙　

市
）

佐
藤
紀
公
子
（
美　

郷　

町
）

八
栁　

竹
耀
（
仙　

北　

市
）

佐
々
木
采
嘉
（
横　

手　

市
）

佐
藤　

瑩
葩
（
横　

手　

市
）

佐
藤　

哉
子
（
横　

手　

市
）

高
橋　

暘
雲
（
湯　

沢　

市
）

東
北
山
形
展　

10
月
20
日
（
水
）
～
24
日
（
日
）

山
形
美
術
館

毎
日
賞

　

畑
中　

裕
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

秀
作
賞

　

熊
谷　

貞
子
（
由
利
本
荘
市
）
大
字

佳
作
賞

　

遠
藤
芙
美
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

佐
々
木
幸
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

会
友
（
無
鑑
査
）

　

大
渕　

麻
弥
（
秋　

田　

市
）
近
代
詩

　

藤
原　

鶴
泉
（
秋　

田　

市
）
近
代
詩

　

柿
崎　

真
翠
（
秋　

田　

市
）
近
代
詩

　

成
田　

暁
翠
（
秋　

田　

市
）
近
代
詩

　

遠
藤　

佳
苗
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

菊
地　

謙
二
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

小
島
弥
恵
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

堀
井　

直
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

秋
山
由
美
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

佐
藤　

敏
子
（
由
利
本
荘
市
）
近
代
詩

　

竹
内　

美
穂
（
に
か
ほ
市
）
近
代
詩

　

阿
部　

子
徳
（
羽　

後　

町
）
漢
字
Ⅰ

　

小
田
島
和
翠
（
横　

手　

市
）
大
字

　

工
藤　

歩
美
（
横　

手　

市
）
大
字

　

寺
田　

敦
子
（
横　

手　

市
）
漢
字
Ⅰ

　

藤
田　

勢
子
（
横　

手　

市
）
漢
字
Ⅰ

　

酒
井　

佇
泉
（
仙　

北　

市
）
近
代
詩

　

千
田　

寿
山
（
井　

川　

町
）
漢
字
Ⅰ　

　

佐
藤　

晃
山
（
井　

川　

町
）
漢
字
Ⅰ

入
選

　

菅
原　

松
香
（
秋　

田　

市
）
漢
字
Ⅰ

　

柿
沼
希
和
子
（
横　

手　

市
）
大
字

　

栗
林　

千
春
（
横　

手　

市
）
大
字

　

柴
田
布
沙
子
（
横　

手　

市
）
漢
字
Ⅱ

第
72
回 

毎
日
書
道
展

1964年東京オリンピック重量
挙げ銅メダリストの一ノ関さん
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清芽会書展（由利本荘市修身館特別企画展）
　 前期展　R3.4.13～5.16
　 後期展　R3.5.18～6.27

第17回大同書展
（R3.5.20～24）

第12回秋田草心会書展
（R3.7.2～4）

第28回瀾の会小品展
（R3.4.9～11）

第34回秋田一東書道会展
（R3.5.14～16）

第36回書壇院秋田連盟展
（R3.7.2～5）

第52回六葉会書展
（R3.4.16～19）

第29回青洋会書展
（R3.5.28～31）

東
北
展
は
10
月
27
日
（
水
）
～
31
日
（
日
）

山
形
美
術
館
・
山
形
県
芸
文
美
術
館

読
売
新
聞
社
賞

　

根　
　

北
楸
（
秋　

田　

市
）
か
な
部
門

秀
逸

　

一
ノ
関
清
山
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

深
井　

春
祥
（
潟　

上　

市
）
漢
字
部
門

　

佐
藤　

珠
苑
（
北
秋
田
市
）
漢
字
部
門

　

佐
々
木
汪
心
（
秋　

田　

市
）
調
和
体
部
門

　

奥
山　

朱
鳳
（
大　

仙　

市
）
調
和
体
部
門

会
友
（
無
鑑
査
）

　

長
沢　
　

薫
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

松
塚　

汪
泉
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

佐
藤　
　

頴
（
潟　

上　

市
）
漢
字
部
門

入
選

　

佐
々
木
嶂
芳
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

古
田　

柯
香
（
秋　

田　

市
）
漢
字
部
門

　

眞
田　

錦
水
（
横　

手　

市
）
漢
字
部
門

　

巽　
　

紫
龍
（
大　

館　

市
）
漢
字
部
門

　

浅
野　

玉
韻
（
秋　

田　

市
）
か
な
部
門

　

伊
藤　

京
子
（
秋　

田　

市
）
か
な
部
門

第
37
回

読
売
書
法
展

～
本
格
の
輝
き
～

これまでに開催
された主な展覧会

（連盟会員所属団体）

令和３年９月30日 第125号（14）秋　田　県　書　道　連　盟　会　報



　

平
成
25
年
、
秋
田
県
が
国
民
文
化
祭
を
迎
え
る
年

本
連
盟
の
取
り
組
み
の
プ
レ
と
し
て
小
笠
原
会
長
・

長
沼
理
事
長
を
中
核
に
「
震
災
の
復
興
支
援
展
覧
会
」

が
検
討
さ
れ
た
。

　

震
災
で
被
災
し
た
人
た
ち
に
対
す
る
想
い
を
書
の

形
で
表
現
し
届
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
文

化
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
し
、
無
限
の
力
も
あ
る
と

信
じ
ら
れ
る
理
念
か
ら
で
あ
る
。

　

当
時
の
黒
木
天
蕭
総
務
部
長
、
山
谷
嘉
元
副
部
長

の
微
に
入
り
細
を
穿
つ
推
敲
、
そ
し
て
三
浦
湯
舟
展

覧
会
部
長
を
中
心
に
部
員
が
そ
の
直
接
的
作
業
に
当

た
っ
た
。

　

幅
広
い
層
か
ら
２
７
２
９
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
た
。
折
し
も
秋
田
県
を
代
表
す
る
竿
灯
祭
り
と
重

な
り
県
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
県
外
や
外
国
の
方
々

も
来
場
し
て
く
だ
さ
り
大
盛
会
で
あ
っ
た
。

　

正
に
書
の
力
で
あ
り
、
文
化
の
力
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
数
え
る
今
年
も

継
続
し
て
「
復
興
支
援
展
覧
会
」
を
道
川
屋
悟
展
覧

会
副
部
長
や
部
員
の
努
力
で
開
催
を
継
続
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
県
内
で
こ
う
し
た
想
定
外
の
突
然
の

災
害
が
過
去
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
昭
和
58
年
５
月
26

日
の
日
本
海
中
部
地
震
で
あ
る
。
そ
の
被
災
し
た
人

に
も
こ
の
想
い
を
届
け
た
い
。

　

男
鹿
半
島
の
加
茂
青
砂
海
岸
に
遠
足
に
来
て
い
た

合
川
南
小
学
校
の
４
年
生
５
年
生
の
13
人
で
あ
る
。

津
波
で
若
い
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
痛
ま
し
い
被
災
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
と
き
近
く
に
い
た
大
人
達
が
四
艘
の
漁
船
を

出
し
、
お
ぼ
れ
て
い
る
子
供
達
を
救
お
う
と
必
死
で

あ
り
、
婦
人
達
は
ロ
ー
プ
な
ど
を
出
し
て
助
け
よ
う

と
命
が
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
津
波
と
い
う

自
然
の
魔
物
に
は
そ
の
力
は
及
ば
な
か
っ
た
。

　

こ
の
加
茂
青
砂
海
岸
に
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

時
の
瀬
戸
山
三
男
文
部
大
臣
の
揮
毫
に
よ
る
「
合
川

南
小
学
校
児
童
地
震
津
波
殉
難
之
碑
」
で
あ
る
。

　

碑
の
側
に
は
「
13
の
み
霊
よ
と
も
に
た
わ
む
れ
ん

光
あ
ふ
る
る
今
日
こ
の
浜
辺
に
」
と
ご
遺
族
一
同
の

碑
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
合
川
南
小
学
校
は

合
川
小
学
校
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。「
こ
の
碑
は
子
供

達
の
手
に
よ
っ
て
清
掃
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
合
川
小

学
校
の
武
石
祐
子
校
長
先
生
が
仰
っ
て
い
る
言
葉
を

耳
に
し
た
時
、
私
は
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
言
葉
が

出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
戸
賀
湾
で
も
ス
イ
ス
の
女
の
方
も
津
波
で

被
災
し
て
い
る
。
そ
の
慰
霊
碑
が
マ
リ
ア
像
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
被
災
し
た
方
々
に
書
を
通
し
て
想
い

を
届
け
る
こ
と
も
「
復
興
支
援
」
の
大
切
な
一
面
で

あ
る
と
思
う
。

　

本
連
盟
の
「
復
興
支
援
展
覧
会
」
は
伝
統
と
し
て

大
き
な
意
義
が
あ
る
。
今
後
も
会
員
一
人
ひ
と
り
の

書
の
力
、
文
化
の
力
を
継
続
し
て
行
き
た
い
も
の
で

あ
る
。

　

栗
森
貢
さ
ん(

男
鹿
市)

よ
り
、
写
真
の
提
供
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

(

北
畠
龍
門)

男鹿の津波も忘れない日本海中部地震

「
復
興
へ
、
書
の
力
・
文
化
の
力

・
そ
し
て
継
続
の
力
」

男鹿水族館GAO近くにある「マリア像」

旧男鹿市立加茂青砂小学校にある
一碑「合川南小学校児童地震津波
殉難の碑」表　縦３m×横１m

マリア像の碑文

遺族による慰霊碑

裏（４年生８名、５年生５名
の氏名が書かれています。）
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第
34
回　

清
芽
会
書
展
併
催
教
育
部
作
品
展

　
　

令
和
３
年
10
月
１
日
㈮
～
４
日
㈪　

由
利
本
荘
市
「
カ
ダ
ー
レ
」

第
39
回　

秋
田
墨
滴
窓
友
会
書
道
展

　
　

令
和
３
年
11
月
５
日
㈮
～
７
日
㈰　

大
仙
市
「
は
な
び
・
ア
ム
」

第
20
回　

日
本
書
学
研
究
会　

秋
田
一
先
会
か
な
書
展

　
　

令
和
３
年
11
月
27
日
㈯
～
29
日
㈪　

ア
ト
リ
オ
ン　

第
１
展
示
室

第
44
回　

瀾
の
会
書
展

　
　

令
和
４
年
１
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰　

ア
ト
リ
オ
ン　

第
２
展
示
室

第
９
回　

書
遊
会
展

　
　

令
和
４
年
３
月
11
日
㈮
～
14
日
㈪　

五
城
目
町
「
五
城
館
」

第
29
回　

瀾
の
会
小
品
展

　
　

令
和
４
年
４
月
８
日
㈮
～
10
日
㈰　

ア
ト
リ
オ
ン　

３
Ｆ
展
示
室
Ａ
Ｂ

 　

総
務
部
・
Ｉ
Ｔ
部
に
届
い
て
い
る
展
覧
会
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ご
了
承
願
い
ま
す
。

　日頃から本会の運営につきましては、格別のご
理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。
　本会は、より多くの書道を愛好する皆様に活躍
と研修の場、作品発表の場、会員相互の情報交換
の場などとしていただくため活動しております。
　会員は随時募集しておりますので、事務局までお
問い合わせ下さい。ホームページもごらん下さい。
　事務局　秋田市泉菅野一丁目18−１　三浦　湯舟
　ホームページ
　　 http://www2.tbb.t-com.ne.jp/aki-shodorenmei/

会員募集

68

美術表装一式
掛軸、和額、屏風、襖

中山表具店
〒011̶0917 秋田市飯島道東二丁目４番10号

TEL　0 1 8 （ 8 4 6 ） 8 4 9 6

筆、墨、硯、紙から額縁まで全品3～4割引き
貸額、軸装、古軸仕立て直し承ります

書道用品専門店

東方交易
〒010-0001  秋田市中通1-2-3　
　　　　　   リバーサイド秋田ビル5F 502号
　　　　　　TEL / FAX.018（837）2220

特設コーナー他お買い得商品が満載 ネットショッピング
楽天・Yahoo・amazon
はがき、電話、FAXでもどうぞ

東方交易

秋田店
午前10時～午後５時

検索

編集後記
　会報をお読みいただきありがとうございます。今
年度の最大イベントは何といっても六十周年記念
展。代々バトンを繋いだ軌跡を感じました。書写に
励んでいる可愛いこどもたちの手に、書道のバトン
を渡し、明るい未来を育てて行きたいと思う日々で
す。
　末尾になりましたが、ご協力いただきました皆様
には心より感謝申し上げます。（広報部員一同）

今後開催予定の主な展覧会
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